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和
刻
本
『
世
説
新
語
補
』
の
書
入
三
種

稲
田　

篤
信

一
　
は
じ
め
に

　
『
世
説
新
語
』
は
竹
林
の
七
賢
人
や
王
羲
之
な
ど
、
後
漢
及
び
魏
晋
の
名
人
の
逸
事
逸
聞
を
集
め
た
中
国
古
典
名
著
と
し
て
名
高
い
。
五
世

紀
、
南
朝
宋
の
臨
川
王
劉
義
慶
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
代
に
王
世
貞
が
宋
元
の
人
物
記
事
を
補
訂
し
て
、『
世
説
新
語
補
』

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
『
世
説
新
語
』
に
比
べ
て
、
そ
の
評
価
は
低
く
、
近
年
の
張
心
澂
『
偽
書
通
考
（
（
（

』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
一
代
の
著
名
文
人
に
仮
託
し
た
続
撰
書
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
明
版
清
版

の
伝
本
は
多
く
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
（
年
に
は
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
、
安
永
八
（
一
七
七
九
（
年
に
そ
の
「
校
正
改
刻
」
本
が
刊
行
さ
れ
て
、

こ
ち
ら
の
方
が
広
く
読
ま
れ
た
。
大
田
南
畝
が
「
菅
原
道
真
や
空
海
の
昔
か
ら
世
説
（『
世
説
新
語
』（
が
行
わ
れ
て
久
し
い
が
、
近
世
、
王
弇
州

（
世
貞
（
の
補
本
（『
世
説
新
語
補
』（
が
大
い
に
行
わ
れ
て
、
古
世
説
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
」（
恩
田
仲
任
編
『
世
説
音
釈
』
跋
、
主
旨
（
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
世
説
と
い
え
ば
む
し
ろ
『
世
説
新
語
補
』
を
思
い
浮
か
べ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

　

和
刻
本
『
世
説
新
語
補
』
の
元
禄
版
、
安
永
「
校
正
改
刻
」
版
は
、
い
ず
れ
も
京
都
の
林
九
兵
衛
の
刊
行
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
、
以
下
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
内
題
（
本
文
巻
首
題
、
以
下
巻
首
題
（
そ
の
他
に
近
世
日
本
の
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
李
卓
吾
の
名
が
冠
せ
ら
れ
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て
、「
李
卓
吾
批
点
」
を
称
し
て
い
る
。
し
か
し
、
和
刻
本
が
底
本
と
し
た
明
版
李
卓
吾
批
点
本
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
る
か
、

ま
た
安
永
版
は
元
禄
版
を
ど
の
よ
う
に
「
校
正
改
刻
」
し
た
か
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

わ
が
国
に
伝
存
す
る
漢
籍
に
は
、
和
刻
本
を
含
め
て
、
上
欄
や
行
間
に
書
き
込
み
の
あ
る
本
が
多
い
。
和
刻
本
『
世
説
新
語
補
』
の
伝
本
も
そ

の
例
に
漏
れ
な
い
。
現
在
ま
で
に
私
が
気
づ
い
て
い
る
の
は
、
那
波
魯
堂
、
中
井
履
軒
、
石
島
筑
波
、
秋
山
玉
山
、
服
部
南
郭
、
太
宰
春
台
、
千

葉
芸
閣
、
尾
藤
二
洲
ら
が
関
与
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
今
回
は
こ
の
う
ち
、
那
波
魯
堂
、
石
島
筑
波
、
秋
山
玉
山
ら
に
よ
る
書
き
入
れ
本
を
紹
介

し
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
、
和
刻
本
の
底
本
と
校
正
改
刻
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。

二
　
那
波
魯
堂

　

那
波
魯
堂
の
説
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
本
は
、
関
西
大
学
図
書
館
増
田
渉
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
版
和
刻
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
、
増
田
渉
氏
は
『
雑
書
雑
談
（
（
（

』
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
主
旨
（。

　

本
書
『
世
説
新
語
補
』
の
序
文
に
よ
る
と
、
明
の
王
世
貞
が
、
劉
孝
標
の
注
し
た
劉
義
慶
の
『
世
説
新
語
』
と
明
の
何
良
俊
の
『
語
林
』
と

を
併
せ
て
取
捨
刪
定
し
た
も
の
で
、
李
卓
吾
が
批
点
を
加
え
、
張
文
桂
が
校
注
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
返
点
、
送
仮
名
を

つ
け
て
和
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
元
の
本
に
は
毎
頁
に
わ
た
っ
て
書
き
入
れ
が
あ
り
、
刻
本
の
本
文
や
注
解
、
評
の
誤
字
、
脱
字
を
別
本
と

校
合
し
て
、
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
別
注
、
別
解
が
欄
外
余
白
や
付
箋
に
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
誰
の
手
に
な
る
書
き
込
み
で
あ

ろ
う
か
と
よ
く
見
て
み
る
と
、
岡
白
駒
を
先
生
と
呼
び
、「
魯
堂
云
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
那
波
魯
堂
、
あ
る
い
は
同
門
の
だ
れ
か
の
底
稿

本
で
は
な
い
か
。
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那
波
魯
堂
、
字
師
曾
、
字
は
孝
卿
。
魯
堂
は
号
で
あ
る
。
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
（
生
ま
れ
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
（
九
月
十
一
日
没
。

六
十
三
歳
。
阿
波
藩
儒
。

　

魯
堂
は
実
弟
の
拙
古
堂
奥
田
松
斎
と
と
も
に
『
左
伝
』
の
学
問
で
知
ら
れ
る
。『
世
説
新
語
補
』
に
興
味
を
寄
せ
た
こ
と
を
記
す
資
料
は
、
本

書
以
外
に
は
な
い
。
竹
治
貞
夫
氏
の
労
作
「
那
波
魯
堂
（
（
（

」
に
は
、
世
説
の
一
語
も
現
れ
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
増
田
渉
氏
も
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
魯
堂
が
学
ん
だ
岡
白
駒
の
『
世
説
新
語
補
觽
』
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
魯
堂
周
辺
で
『
世
説
新
語
補
』
の

会
読
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

和
刻
本
の
概
略
を
示
す
た
め
に
、
本
書
の
書
誌
的
な
事
項
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　
『
世
説
新
語
補
』
大
本
二
十
巻
十
冊
。
朽
葉
色
無
地
表
紙
。
十
冊
全
て
の
外
題
簽
を
欠
く
。
第
一
冊
の
外
題
は
「
世
説　

壱
」（
墨
書
。
以
下
冊

数
の
み
（。
本
文
は
四
周
単
辺
。
版
面
は
二
層
に
分
け
ら
れ
、
上
層
の
欄
眉
に
は
、
行
六
字
の
批
点
、
批
釈
が
刻
さ
れ
る
。
本
文
の
行
格
は
無

界
。
九
行
十
八
字
。
注
文
小
字
双
行
。
行
十
八
字
。
板
心
は
「
批
点
世
説
補
巻
一　
　
　

一
」。
白
口
。

　

本
文
以
前
に
、
以
下
の
よ
う
に
、
序
、
凡
例
、
付
釈
名
、
目
録
が
あ
る
（
句
読
を
省
略
し
、
西
暦
年
を
補
う
（。

（
一
（
世
説
新
語
補
序　

嘉
靖
丙
辰
（
一
五
五
六
年
（
季
夏
琅
琊
王
世
貞
譔
。　

秣
陵
蔡
拱
日
書
（
三
丁
。
無
界
。
五
行
九
字
（。

（
二
（
世
説
新
語
序　

万
暦
庚
辰
（
一
五
八
○
年
（
秋
呉
郡
王
世
懋
譔
（
三
丁
半
。
有
界
。
五
行
十
一
字
（。
／
乙
酉
（
一
五
八
五
年
（
初
春
世
懋

再
識
（
半
丁
。
無
界
。
十
行
二
十
五
字
（。

（
三
（
刻
世
説
新
語
補
序　

万
暦
丙
戌
（
一
五
八
六
年
（
穐
日
沔
陽
陳
文
燭
玉
叔
撰
（
三
丁
。
有
界
。
六
行
十
三
字
（。

（
四
（
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
旧
序
二
首　

五
月
既
望
梓
成
耘
廬
劉
応
登
自
書
其
端
是
為
序
／
嘉
靖
乙
未
（
一
五
三
五
年
（
歳
立
秋
日
也
呉
郡

袁
褧
撰
（
二
丁
無
界
。
九
行
十
八
字
（。

（
五
（
世
説
旧
題
一
首
旧
跋
二
首　

高
氏
緯
略
／
紹
興
八
（
一
一
三
八
年
（
年
夏
四
月
癸
亥
廣
川
董
弅
題
／
淳
煕
戊
申
（
一
一
八
八
年
（
重
五
日

新
定
郡
守
笠
沢
陸
游
書
（
三
丁
。
無
界
。
九
行
十
八
字
（。
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（
六
（
何
氏
語
林
旧
序
二
首　

辛
亥
（
一
五
五
一
年
（
四
月
之
望
文
徴
明
書
／
長
洲
陸
師
道
撰
（
四
丁
。
無
界
。
九
行
十
八
字
（。

（
七
（
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
凡
例
十
則
（
二
丁
。
有
界
。
九
行
十
八
字
（。

（
八
（
付
釈
名
（
八
丁
。
有
界
。
九
行
十
八
字
（。

（
九
（
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
目
録
（
三
丁
。
有
界
。
九
行
（。

　

以
上
、（
九
（
ま
で
三
十
丁
の
通
し
丁
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、（
四
（
の
「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
旧
序
二
首
」
以
下
目
録
ま
で
も
、
二

層
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

巻
首
題
は
「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
巻
之
一
」。
そ
の
下
に
は
、「
宋
劉
義
慶
撰
／
梁
劉
孝
標
注
／
宋
劉
辰
翁
批
／
明
何
良
俊
増
／
王
世
貞
刪

定
／
王
世
懋
批
釈
／
李
摯
批
点
／
張
文
柱
校
注
」
の
八
名
の
名
が
掲
げ
ら
れ
る
。
第
十
冊
の
巻
末
に
、「
乙
酉
春
三
月
既
望
琅
琊
王
泰
亨
識
」
の

「
題
世
説
新
語
補
後
」
が
あ
る
。
刊
記
は
第
十
冊
第
二
十
巻
末
に
「
元
禄
七
年
甲
戌
八
月
之
吉　

京
東
洞
院
通
夷
川
上
町　

林
九
兵
衛
梓
行
」
と

あ
る
。

　

関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
の
封
面
（
見
返
し
（
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
れ
を
仮
に
魯
堂
の
も
の
と
し
て
、
先

の
増
田
渉
氏
の
文
章
同
様
、『
世
説
新
語
補
』
の
概
要
を
知
る
た
め
の
参
考
に
な
る
の
で
、
以
下
に
書
き
下
し
文
に
し
て
紹
介
す
る
。

○　

�

王
鳳
州
先
生
鑑
定
／
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
／
説
補
一
編
、
清
言
妙
緒
、
江
左
の
風
流
と
為
す
。
東
京
に
紹
述
す
る
者
を
し
て
、
千

万
世
一
日
の
如
く
な
ら
し
む
。
一
た
び
予
章
に
刻
し
、
再
び
呉
郡
に
刻
し
、
本
堂
に
迄
る
ま
で
三
た
び
壽
梨
す
。
海
内
の
賞
音
、
劉
玄

靖
の
如
き
其
の
人
は
、
請
ふ
、
別
眼
を
具
へ
て
、
用
ひ
て
大
観
を
拓
か
ん
こ
と
を
。　

書
林
余
圯
孺
梓

　
「
王
鳳
州
先
生
鑑
定
」
は
横
書
き
。「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
」
は
二
行
の
分
か
ち
書
き
。「
説
補
一
編
」
以
下
の
文
字
は
、
上
掲
（
三
（
の

陳
文
燭
「
刻
世
説
新
語
補
序
」
に
見
え
る
語
句
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
文
章
で
、
お
の
ず
と
本
屋
に
よ
る
内
容
案
内
に
な
っ
て
い
る
。「
余
圯
孺
」
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は
書
肆
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
魯
堂
が
和
刻
本
の
原
本
と
し
て
想
定
し
た
明
版
の
封
面
の
記
事
で
あ
る
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本
の
『
李

卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
』
二
十
巻
二
十
冊
に
、
こ
の
封
面
が
あ
る
（
後
述
（。

　

も
う
一
つ
は
次
の
五
条
の
文
で
あ
る
。

○　

 

按
ず
る
に
、
世
説
新
語
は
宋
の
臨
川
王
義
慶
が
晋
末
に
生
長
し
て
漢
晋
以
来
の
佳
事
佳
語
を
采
擷
し
て
作
る
所
に
し
て
、
極
め
て
精
絶

な
り
。
序
に
説
い
て
曰
く
、
僅
か
に
唯
だ
三
十
六
篇
世
に
伝
ふ
る
所
釐
（
お
さ
（
め
て
十
巻
と
為
す
。
或
い
は
四
十
五
篇
と
作
し
て
、

更
に
六
朝
に
及
ば
ず
。
梁
劉
孝
標
、
学
ん
で
既
に
該
博
、
又
異
書
を
好
む
。
従
ひ
て
之
に
註
す
。
故
に
引
証
特
に
詳
な
り
。
又
、
劉
辰

翁
之
を
批
す
。

○　

 

凡
例
に
曰
く
、
劉
氏
註
往
に
、・
・
・
義
慶
が
為
に
亡
を
補
ふ
。
是
を
以
て
顓
古
す
る
者
並
重
せ
り
。

○　

 

何
氏
語
林
三
十
巻
、
明
何
良
俊
の
編
す
る
所
。
劉
氏
世
説
に
類
倣
し
て
作
る
な
り
。
説
い
て
何
氏
語
林
旧
序
二
首
に
詳
し
。
蓋
し
両
漢

よ
り
昉
（
お
よ
（
び
て
胡
元
に
迄
る
ま
で
上
下
千
余
年
、
正
史
の
列
す
る
所
、
伝
記
の
存
す
る
所
、
奇
蹤
勝
践
、
漁
猟
し
て
遺
す
こ
と

靡
し
。
凡
そ
二
千
七
百
余
事
云
々
。

○　

 

世
説
新
語
補
は
明
琅
琊
王
世
貞
の
撰
す
る
所
な
り
。
蓋
し
王
氏
少
し
時
、
世
説
新
語
の
善
本
を
得
て
、
甚
だ
之
を
好
め
り
。
輒
ち
其
の

竟
り
易
き
を
患
ふ
。
又
以
為
ら
く
、
六
朝
の
諸
君
子
は
即
ち
持
論
す
る
所
の
風
旨
寧
ろ
一
二
の
称
す
べ
き
所
無
ら
ん
や
。
最
後
に
何
氏

語
林
を
得
て
、
大
抵
世
説
を
規
摹
し
而
し
て
稍
や
之
を
衍
（
の
（
べ
て
元
末
に
至
る
。
然
れ
ど
も
其
の
事
詞
の
錯
出
し
て
雅
馴
な
ら
ざ

る
者
を
刪
定
し
、
表
章
し
て
合
せ
て
一
篇
と
為
す
な
り
。
又
、
王
世
懋
之
を
批
釈
し
、
李
卓
吾
之
を
批
点
し
、
張
仲
立
校
注
し
て
全
書

と
為
す
。
卓
老
の
批
評
、
劉
辰
翁
に
視
る
と
き
は
、
加
（
ま
（
す
ま
す
詳
ら
か
な
り
。

○　

 

又
、
別
に
語
林
晋
の
河
東
の
裴
啓
子
の
作
る
所
な
り
。
事
は
十
八
巻
二
十
四
張
、
又
、
六
巻
六
張
に
見
ゆ
。
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以
上
の
五
条
の
内
、
最
後
を
除
く
四
条
を
私
に
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

劉
義
慶
が
漢
晋
以
来
の
佳
事
佳
語
を
撰
述
し
た
『
世
説
新
語
』
は
比
類
な
い
名
作
で
あ
る
。
三
十
六
篇
を
十
巻
に
収
め
、
あ
る
い
は
四
十
五
篇

と
す
る
。
梁
の
劉
孝
標
が
註
を
付
し
、
さ
ら
に
劉
辰
翁
が
逸
文
を
補
い
批
校
し
た
。
何
良
俊
『
何
氏
語
林
』
は
両
漢
か
ら
元
に
至
る
ま
で
の
逸
事

を
博
捜
し
て
二
千
七
百
余
条
を
集
め
て
い
る
。『
世
説
新
語
補
』
を
撰
し
た
王
世
貞
は
、
若
い
頃
、『
世
説
新
語
』
に
興
じ
て
、
読
み
終
わ
る
の
を

惜
し
ん
だ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
六
朝
に
も
見
る
べ
き
君
子
は
お
り
、
元
末
ま
で
の
逸
事
を
収
め
る
『
何
氏
語
林
』
か
ら
雅
致
の
乏
し
い
も
の
を
除

い
て
、
合
わ
せ
て
作
っ
た
の
が
『
世
説
新
語
補
』
で
あ
る
。
王
世
懋
が
批
釈
し
、
李
卓
吾
が
批
点
を
加
え
、
張
仲
立
が
校
注
を
施
し
て
一
書
と
し

た
が
、
卓
老
の
批
評
は
、
劉
辰
翁
に
比
べ
る
と
詳
細
で
あ
る
。

　

以
上
の
文
章
も
、『
世
説
新
語
補
』
の
前
掲
（
一
（
か
ら
（
七
（
ま
で
の
序
や
凡
例
の
要
語
、
要
文
を
摘
記
し
て
成
り
た
っ
て
い
る
。
那
波
魯

堂
が
解
題
代
わ
り
に
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
の
一
条
は
『
世
説
新
語
補
』
巻
十
八
の
二
十
四
丁
裏
、
お
よ
び
巻
六
の
六
丁
表
の
本
文
お
よ
び
注
に
、「
語
林
」
や
「
河
東
裴
啓
」
に
言

及
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

増
田
渉
氏
は
先
の
文
章
で
岡
白
駒
説
が
引
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
か
『
万
姓
統
譜
』
を
よ
く
引
く
こ
と
に
も
注
意
し
て
い

る
。「
余
圯
孺
」
版
や
王
湛
批
点
本
を
見
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
特
色
で
あ
る
。

三
　
芰
荷
園
校
本

　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
の
蜂
屋
文
庫
本
『
世
説
新
語
補
』
が
石
島
筑
波
が
元
禄
版
『
世
説
新
語
補
』
を
用
い
て
、
書
き
入
れ
を

施
し
て
い
る
本
で
あ
る
（
５
（。

大
本
二
十
巻
十
冊
。
濃
縹
刷
毛
目
表
紙
。
外
題
「
世
説
新
語
補　

一　

芰
荷
園
校
本
」。
王
世
貞
、
王
世
懋
、
王
世
懋

（
再
識
（、
陳
文
燭
、
旧
序
二
首
、
旧
題
一
首
旧
跋
二
首
、
何
氏
語
林
旧
序
二
首
の
序
跋
類
が
あ
り
、
そ
の
後
、
凡
例
、
付
釈
名
、
目
録
と
続
き
、
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本
文
に
至
る
。
巻
首
題
、
お
よ
び
明
人
著
者
名
、
王
泰
亨
の
題
後
、
刊
記
、
板
心
（「
徳
行　

批
点
世
説
補
巻
一　
　

一
」（
徳
行
は
墨
書
（、
い

ず
れ
も
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
に
同
じ
。　

　

本
書
の
第
十
冊
巻
二
十
の
最
終
丁
二
十
四
丁
表
に
、
朱
書
し
て
「
此
本
与
諸
校
本
讐
対
三
四
然
未
有
免
紕
繆　

芰
荷
園
」
と
あ
る
。
上
層
欄
眉

に
は
「
石
正
猗
字
仲
縁
号
筑
波
又
号
芰
荷
園
」
と
墨
書
し
て
あ
る
。
ま
た
、
題
後
の
末
に
朱
書
し
て
「
宝
暦
六
丙
子
歳
六
月
七
日
写
焉　

田
惟

孝
」
と
あ
る
。
芰
荷
園
が
石
島
筑
波
の
こ
と
で
あ
る
。

　

筑
波
の
伝
は
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
巻
八
「
石
筑
波
」
が
筑
波
自
書
の
譜
牒
な
ら
び
に
年
譜
、
鵜
飼
士
寧
の
墓
誌
銘
（
鵜
孟
一
「
筑
波

先
生
墓
誌
銘
」『
事
実
文
篇
』
巻
三
十
一
（、
ま
た
江
村
北
海
『
日
本
詩
史
』
な
ど
諸
書
を
利
用
し
て
詳
し
い
の
で
、
こ
れ
に
拠
っ
て
人
物
を
述
べ

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（

（
（

。

　

筑
波
、
名
は
正
猗
。
字
は
仲
緑
。
筑
波
山
人
。
ま
た
字
は
子
遊
、
号
は
頴
川
。
本
姓
尾
見
。
通
称
、
与
右
衛
門
。
服
部
南
郭
門
。『
芰
荷
園
文

集
』
が
あ
る（

（
（

。
寛
永
五
年
八
月
八
日
生
ま
れ
。
父
正
数
、
母
は
横
山
氏
。
祖
父
正
盛
の
代
か
ら
浜
松
本
庄
侯
に
仕
え
た
が
、
享
保
十
五
年
、
二
十

三
歳
、
当
路
の
人
と
事
を
議
し
て
容
れ
ら
れ
ず
、
致
仕
し
て
、
京
摂
の
間
に
浪
遊
し
た
。
京
摂
、
名
古
屋
、
江
戸
を
遊
歴
し
、
寛
保
壬
戌
駒
込
吉

祥
寺
前
で
講
説
す
る
。
宝
暦
八
年
八
月
十
七
日
病
没
。
歳
五
十
一
。
駒
込
養
昌
寺
に
葬
る
。「
狂
誕
放
恣
、
酒
を
嗜
み
客
を
好
む
。
快
意
劇
談
、

狂
を
発
し
気
を
吐
き
、
傍
ら
に
人
な
き
が
ご
と
し
」
と
は
、
琴
台
の
言
で
あ
る
。

　

日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝
攷
（
（
（

』
は
十
度
ほ
ど
筑
波
を
取
り
上
げ
る
。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
（
の
条
に
『
蘐
園
雑
話
』
を
引
い
て
、
市
川
団

十
郎
や
瀬
川
菊
次
郎
、
中
村
冨
十
郎
か
ら
頼
ま
れ
た
蘐
園
社
中
の
書
を
偽
っ
て
み
ず
か
ら
書
い
た
こ
と
な
ど
、
筑
波
の
奔
放
な
人
柄
を
伝
え
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
筑
波
は
奇
人
伝
中
の
人
物
で
あ
る
。
大
ま
か
に
言
え
ば
、
礼
法
に
束
縛
さ
れ
な
い
蘐
園
風
の
自
由
な
風

流
任
誕
の
行
動
、
ま
た
、
時
の
人
に
軽
率
浮
薄
と
批
判
さ
れ
た
振
る
舞
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
筑
波
に
近
づ
い
て
み
れ
ば
、
彼
な
り
に
節
を
通
し

て
、
人
に
譲
ら
な
い
気
骨
の
人
物
像
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
彼
が
特
に
『
世
説
新
語
補
』
に
興
味
を
寄
せ
た
理
由
も
、
あ
る
い
は
こ
の
辺

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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『
蘐
園
雑
話
』
に
は
筑
波
が
駒
込
の
芰
荷
園
に
お
い
て
、
舌
耕
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
た
の
は
「
唐
詩
選
滄
溟
尺
牘
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え

る
記
事
が
あ
る
。
前
者
は
李
于
麟
の
高
名
な
撰
書
、
後
者
は
書
簡
集
で
あ
る
。
ま
た
、『
蘐
園
雑
話
』
は
筑
波
が
浄
瑠
璃
本
を
見
台
に
置
き
、
漢

籍
の
方
は
諳
ん
じ
て
語
っ
て
い
た
姿
も
伝
え
て
い
る
。
当
時
こ
う
し
た
漢
学
者
の
売
講
の
テ
キ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
の
は
、「
世
説
唐
詩
選
滄
溟
尺

牘
」
が
多
か
っ
た
こ
と
を
高
山
大
毅
氏
が
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
南
郭
門
人
の
筑
波
が
講
じ
た
「
世
説
」
は
、
蘐
園
派
が
尊
重
し
た
古
世
説
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、『
世
説
新
語
補
』
は
魏
晋
以
降
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
み
、
明
人
の
新
し
い
批
点
批
釈
が
つ
き
、
講
釈
に
は
さ
ら
に
恰
好
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
お
び
た
だ
し
い
書
き
入
れ
の
中
に
は
、
漢
語
に
国
字
解
風
の
俗
解
を
当
て
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
な
ど
は
聴
講
者
に

わ
か
り
や
す
く
届
け
よ
う
と
す
る
意
欲
と
研
鑽
の
跡
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

本
書
は
宝
暦
六
年
六
月
、「
田
惟
孝
」
の
書
写
に
か
か
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
未
詳
。
筑
波
生
前
に
写
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
門
人
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
鹿
鳴
楼
蔵
本

　

次
に
鹿
鳴
楼
を
名
乗
る
人
物
の
蔵
本
（
家
蔵
（
が
あ
る
。
安
永
版
本
の
『
世
説
新
語
補
』
に
太
宰
春
台
、
服
部
南
郭
、
秋
山
玉
山
、
千
葉
芸
閣

ら
の
説
が
朱
墨
青
の
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
元
禄
版
本
と
の
違
い
を
見
る
た
め
に
、
安
永
版
の
書
誌
的
事
項
を
繰
り
返

し
て
記
す
。

　

大
本
二
十
巻
十
冊
。
濃
縹
色
雷
文
唐
草
表
紙
。
外
題
「
校
正

改
刻
世
説
新
語
補　

五
六
」（
三
冊
目
題
簽
。
子
持
ち
枠
（。
本
文
は
四
周
単
辺
。

（
一
（
世
説
新
語
補
序　

嘉
靖
丙
辰
季
夏
琅
琊
王
世
貞
譔　

秣
陵
蔡
拱
日
書
（
三
丁
。
無
界
五
行
九
字
（。

（
二
（
世
説
新
語
序　

万
暦
庚
辰
秋
呉
郡
王
世
懋
譔
（
三
丁
半
。
有
界
。
五
行
十
一
字
（。
／
乙
酉
初
春
世
懋
再
識
（
半
丁
。
無
界
。
十
行
二
十
五

字
（。
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（
三
（
刻
世
説
新
語
補
序　

万
暦
丙
戌
穐
日
陽
陳
文
燭
玉
叔
撰
（
三
丁
。
有
界
。
六
行
十
三
字
（。

（
四
（
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
旧
序
二
首　

五
月
既
望
梓
成
耘
廬
劉
応
登
自
書
其
端
是
為
序
／
嘉
靖
乙
未
歳
立
秋
日
也
呉
郡
袁
褧
撰
（
二
丁
。

有
界
。
九
行
十
八
字
（。

（
五
（
世
説
旧
題
一
首
旧
跋
二
首　

高
氏
緯
略
／
紹
興
八
年
夏
四
月
癸
亥
廣
川
董
弅
題
。
／
淳
煕
戊
申
重
五
日
新
定
郡
守
笠
沢
陸
游
書
。（
三
丁
。

有
界
。
九
行
十
八
字
（

（
六
（
何
氏
語
林
旧
序
二
首　

辛
亥
四
月
之
望
文
徴
明
書
／
長
洲
陸
師
道
撰
（
四
丁
。
有
界
。
九
行
十
八
字
（。

（
七
（
題
世
説
新
語
補
後　

乙
酉
春
三
月
既
望
琅
琊
王
泰
亨
識
（
三
丁
。
無
界
。
六
行
十
三
字
（。

（
八
（
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
目
録
（
三
丁
。
有
界
。
九
行
（

（
七
（
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
凡
例
十
則
（
三
丁
。
有
界
。
九
行
十
八
字
（。

（
八
（
付
釈
名
（
八
丁
。
有
界
。
九
行
十
八
字
（。

　
（
四
（
の
「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
旧
序
二
首
」
以
下
目
録
ま
で
、
ま
た
本
文
の
版
面
は
二
層
に
分
け
ら
れ
、
上
層
の
欄
眉
に
六
字
の
批

点
、
批
釈
が
刻
さ
れ
る
の
は
元
禄
版
と
同
じ
で
あ
る
が
、
欄
眉
に
い
く
つ
か
界
線
が
施
さ
れ
、
下
層
の
本
文
は
有
界
の
九
行
十
八
字
で
あ
る
の
が

大
き
く
異
な
る
。
十
八
字
の
小
字
双
行
は
同
じ
。
刻
字
は
彫
り
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

巻
首
題
は
「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
巻
一
」。
そ
の
下
に
は
、「
宋
劉
義
慶
撰
／
梁
劉
孝
標
注
／
宋
劉
辰
翁
批
／
明
何
良
俊
増
／
王
世
貞
刪
定

／
王
世
懋
批
釈
／
李
摯
批
点
／
張
文
柱
校
注
」
の
著
者
名
が
あ
る
。
第
十
冊
の
巻
末
に
、「
重
刻
世
説
新
語
補
跋　

皇
和
安
永
己
亥
正
月
守
山
碕

允
明
謹
撰
」（
二
丁
。
無
界
。
六
行
十
二
字
（
が
あ
る
。
元
禄
版
で
巻
末
に
あ
っ
た
「
題
世
説
新
語
補
後　

王
泰
亨
識
」
は
、
前
に
回
さ
れ
た
形

で
あ
る
。

　

本
書
も
順
序
こ
そ
違
え
、
元
禄
版
同
様
、
王
世
貞
序
、
王
世
懋
序
、
王
世
懋
再
識
、
陳
文
燭
序
、
旧
序
二
首
、
旧
題
一
首
旧
跋
二
首
、
何
氏
語

林
旧
序
二
首
、
凡
例
、
目
録
、
付
釈
名
を
備
え
る
。
た
だ
、
元
禄
版
で
は
、
丁
付
け
が
（
一
（
か
ら
（
九
（
ま
で
、
通
し
丁
で
付
さ
れ
て
い
た
の
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が
、（
一
（
の
王
世
貞
序
か
ら
（
四
（
の
陳
文
燭
序
ま
で
の
十
丁
が
通
し
丁
、（
四
（
か
ら
（
六
（
の
旧
序
旧
跋
七
丁
が
通
し
丁
、
後
序
三
丁
と
続

き
、
目
録
三
丁
、
凡
例
二
丁
、
付
釈
名
八
丁
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
首
題
下
に
五
名
の
明
人
の
名
を
掲
げ
る
こ
と
は
元
禄
版
と

同
じ
。
板
心
は
「
批
点
世
説
補
巻
之
一　
　

一
」
で
あ
る
。

　

第
十
冊
巻
二
十
の
本
文
の
末
尾
に
「
辛
亥
春
以
太
宰
南
郭
玉
山
三
先
生
及
芸
閣
先
生
考
標
写
了
於
小
水
街　

鹿
鳴
楼
蔵
」
と
朱
書
さ
れ
、
印

（
一
尺
心
（
が
あ
る
。
寛
政
三
年
の
春
、
太
宰
春
台
、
服
部
南
郭
、
秋
山
玉
山
と
千
葉
芸
閣
の
四
名
の
考
を
標
写
し
た
と
の
識
語
で
あ
る
。

　

鹿
鳴
楼
は
、
そ
の
人
の
伝
を
明
ら
か
に
出
来
な
い
。『
改
訂
増
補
漢
文
學
者
總
覽
』
で
鹿
鳴
の
号
を
持
つ
人
物
に
あ
た
る
と
、
鳥
取
藩
儒
（
江

戸
（、
文
化
十
三
年
、
七
十
歳
で
没
し
た
土
肥
鹿
鳴
、
周
（
秀
（
太
郎
が
検
索
で
き
る（
（（
（

。
山
田
静
斎
門
の
江
戸
の
儒
者
。
辛
亥
を
寛
政
三
年
と
嘉

永
四
年
の
い
ず
れ
か
と
考
え
る
と
、
も
し
こ
の
人
物
で
あ
る
な
ら
、
寛
政
三
年
は
四
十
六
歳
で
あ
る
。

　

本
書
に
も
無
数
に
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、「
按
」、「
云
」、「
曰
」
に
限
っ
て
、
按
語
批
語
の
記
事
を
拾
う
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。

　

太
宰
春
台
の
按
語
は
、「
純
云
」、「
春
台
云
」、「
太
宰
徳
夫
曰
」、「
春
台
曰
」、「
太
宰
曰
」、「
春
台
按
」
な
ど
九
例
。
服
部
南
郭
の
按
語
は
、

「
服
子
云
」、「
服
云
」、「
南
郭
曰
」
な
ど
四
例
。
千
葉
芸
閣
の
按
語
は
、「
玄
之
按
」、「
玄
之
曰
」
な
ど
十
四
例
。
他
に
、「
潜
按
」、「
秋

曰
」

が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
。
名
を
記
さ
な
い
で
、「
按
」
か
ら
始
ま
る
も
の
が
七
十
余
例
と
最
も
多
く
、
こ
れ
が
秋
山
玉
山
で
あ
ろ
う
。「
秋

」
も
あ
る

い
は
玉
山
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
按
語
批
語
は
一
筆
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
推
測
し
て
、
本
書
は
秋
山
玉
山
の
校
注
に
春
台
、
南
郭
、
そ
の
他
の
人
物
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
も
の
に
、
玉
山
門
の
千
葉
芸
閣
の

意
見
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
山
、
名
は
儀
、
字
は
子
羽
。
徳
田
武
『
江
戸
詩
人
傳（
（（
（

』
に
伝
が
あ
る
。
千
葉
芸
閣
、
字
子
玄
。
玉
山

門
。
古
河
藩
主
の
侍
請
を
勤
め
た
。
寛
政
四
年
没
。

　

本
書
の
成
立
の
事
情
、
及
び
年
次
を
細
か
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
野
龍
夫
氏
は
『
服
部
南
郭
伝
攷
』
寛
延
三
年
庚
午
（
一
七

五
○
（、
南
郭
六
十
八
歳
の
条
に
、
こ
の
春
、
熊
本
侯
細
川
重
賢
お
よ
び
そ
の
儒
臣
秋
山
玉
山
、
こ
の
年
四
十
九
歳
、
と
の
交
遊
が
は
じ
め
て
開
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け
、
没
す
る
ま
で
の
十
年
間
、
親
し
く
交
わ
っ
た
と
あ
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
が
会
読
の
時
期
か
と
ひ
と
ま
ず
想
定
し
て
お
く（
（（
（

。

五
　
観
濤
閣
蔵
版

　

安
永
校
正
改
刻
本
の
一
本
に
、
観
濤
閣
蔵
版
を
称
す
る
本
が
あ
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
本
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

本
の
二
本
を
確
認
し
た
が
、
後
者
を
例
に
と
っ
て
概
略
を
う
か
が
う（
（（
（

。

　

大
本
二
十
巻
十
冊
。
濃
縹
色
無
地
表
紙
。
外
題
「
校
正
改
刻
世
説
新
語
補　

一
二
（
〜
十
九　

廿
止
（」（
止
は
墨
書
（。
原
題
簽
。
左
肩
。
子
持
枠
。

封
面
（
見
返
し
（「
騰
龍
源
公
定
本　

観
濤
閣
蔵
／
世
説
新
語
補
／
千
里
必
究
不
許
翻
刻　

常
陽
𥔎
允
明
哲
夫
校
」。

　

本
文
以
前
の
構
成
は
、
王
世
貞
序
、
王
世
懋
序
、
王
世
懋
再
識
、
陳
文
燭
序
、
劉
応
登
、
袁
褧
旧
序
二
首
、
高
氏
緯
略
、
董
弅
陸
游
旧
題
、
文

徴
明
、
陸
師
道
何
氏
語
林
旧
序
二
首
、
凡
例
、
目
録
、
付
釈
名
で
あ
る
。

　

巻
首
題
は
「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
巻
之
一
」。
明
人
著
者
名
も
他
本
に
同
じ
で
あ
る
。
巻
末
に
「
重
刻
世
説
新
語
補
跋　

皇
和
安
永
己
亥

允
明
守
山
碕
允
明
謹
撰
」
が
あ
る
。
刊
記
は
「
元
禄
七
年
甲
戌
八
月
吉
日
／
安
永
八
年
己
亥
正
月
吉
日
再
刻　

／
京
東
洞
院
通
夷
川
上
町
／
林
九

兵
衛
梓
行
」
で
あ
る
。
封
面
（
見
返
し
（
に
「
騰
龍
源
公
定
本
」、「
観
濤
閣
蔵
」
と
あ
る
の
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

　

後
に
安
永
版
に
は
観
濤
閣
蔵
本
を
称
せ
ず
、
京
都
の
林
九
兵
衛
の
刊
記
の
み
が
残
る
本
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
立
命

館
大
学
衣
笠
図
書
館
蔵
本
の
よ
う
に
、
第
十
冊
後
表
紙
見
返
し
に
「
錦
山
柚
木
先
生
著
／
世
説
新
語
補
系
譜
／
附
歴
代
帝
王
系
譜　

全
二
冊
嗣
刻

　

製
本
売
弘
所　

京
都
間
之
町
通
御
池
上
ル
町　

林
権
兵
衛
／
大
坂
心
斎
橋
南
壱
丁
目　

松
村
九
兵
衛
／
江
戸
日
本
橋
南
三
丁
目　

前
川
六
左
衛

門
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
に
版
木
が
林
九
兵
衛
の
手
を
離
れ
て
、
前
川
六
左
衛
門
に
移
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
（（
（

。
無
刊
記
本
も
あ
る
（
明
治

大
学
図
書
館
蔵
（。

　

安
永
版
に
付
さ
れ
た
跋
で
、
戸
碕
允
明
は
『
世
説
新
語
』
が
王
世
貞
に
よ
っ
て
補
訂
を
加
え
ら
れ
、
小
美
（
王
世
懋
（
が
予
章
に
お
い
て
刻
し
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て
以
来
、『
世
説
新
語
補
』
に
は
刻
本
が
多
く
、
そ
の
中
で
李
卓
吾
の
批
評
本
が
も
っ
と
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
本
書
は
松
平
頼
寛
が

み
ず
か
ら
苦
心
し
て
諸
本
を
蒐
閲
し
て
底
本
を
作
り
、
こ
れ
を
戸
崎
允
明
が
預
か
っ
て
校
訂
を
施
し
た
こ
と
を
言
う
。

　

戸
碕
允
明
は
字
子
哲
。
号
淡
園
。
十
太
夫
を
称
す
る
。
常
陸
松
川
の
生
ま
れ
。
文
化
三
年
十
一
月
十
四
日
没
。
享
年
八
十
三
。
墓
は
巣
鴨
の
東

福
寺
に
あ
る
。
守
山
藩
儒
。
平
野
金
華
門
。
騰
龍
源
公
と
は
、
磐
城
守
山
藩
主
松
平
頼
寛
。
観
濤
閣
は
そ
の
書
斎
。
徂
徠
に
傾
倒
し
た
好
学
の
大

名
と
し
て
、
本
書
以
外
に
も
『
論
語
徴
集
覧
』
な
ど
の
刊
行
に
関
わ
っ
て
い
る
。
日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝
攷
』
に
し
ば
し
ば
名
が
現
れ
る
。
松

平
頼
寛
の
次
子
、「
守
山
公
子
松
平
頼
融
」
の
誌
し
た
「
淡
園
先
生
墓
碣
銘
」（『
事
実
文
篇
』
巻
四
十
二
（
に
よ
れ
ば
、
允
明
は
守
山
侯
四
世
凡

そ
六
十
余
年
に
わ
た
っ
て
仕
え
、
し
ば
し
ば
退
隠
を
願
っ
た
が
そ
の
都
度
慰
留
さ
れ
た
ほ
ど
の
信
任
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う（
（（
（

。

　

元
禄
安
永
両
版
の
本
文
及
び
句
読
、
和
訓
、
批
注
の
加
除
等
、
改
正
改
刻
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
が
、
一
覧
す
る
と
、

版
面
は
元
禄
版
の
行
格
に
忠
実
で
は
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
文
字
は
幾
分
丸
み
を
帯
び
た
整
っ
た
字
体
に
彫
り
改
め
ら
れ
、
本
文
に
は
界

線
が
施
さ
れ
、
眉
批
に
は
元
禄
版
に
は
な
か
っ
た
訓
点
が
施
さ
れ
、
批
注
も
新
た
に
付
加
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
元
禄
版
の
面
目
を
改
め
て
い

る
。
允
明
の
努
力
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。

六
　
李
卓
吾
批
点
本

　

和
刻
本
『
世
説
新
語
補
』
に
付
け
ら
れ
た
序
の
内
、
王
世
貞
の
序
は
嘉
靖
三
十
五
年
、
王
世
懋
序
が
万
暦
八
年
（
一
五
八
○
（、
同
再
識
と
続

く
。
巻
末
の
王
泰
亨
の
後
題
は
万
暦
十
三
年
乙
酉
で
あ
る
。
陳
文
燭
の
序
が
書
か
れ
た
万
暦
十
四
年
を
版
刻
の
為
っ
た
年
次
と
し
て
、
こ
の
本
は

万
暦
十
四
年
本
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

　

で
は
、
元
禄
和
刻
本
が
依
拠
し
た
底
本
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
所
、
結
論
と
し
て
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い

が
、
い
く
つ
か
の
手
が
か
り
を
、
以
下
に
記
し
て
、
後
考
に
備
え
た
い
。
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ま
ず
、
先
述
関
西
大
学
図
書
館
蔵
本
の
封
面
（
見
返
し
（
に
記
さ
れ
た
「
書
林
余
圯
孺
」
刊
行
に
よ
る
一
本
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵

『
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
』
二
十
巻
二
十
冊
が
こ
れ
で
あ
る
。「
王
鳳
州
先
生
鑑
定
」
以
下
、「
書
林
余
圯
孺
梓
」
ま
で
の
語
句
は
こ
の
本
の
封

面
に
あ
る
。
薄
紙
で
包
ん
だ
内
表
紙
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
が
た
め
、
魁
星
印
と
も
う
一
つ
の
印
が
読
み
取
れ
な
い
。
本
文
以
前
に
、
劉
応
登

と
袁
褧
の
旧
序
二
首
、
董
弅
と
陸
游
の
世
説
の
旧
題
一
首
旧
跋
二
首
、
文
徴
明
と
陸
師
道
の
『
何
氏
語
林
』
旧
序
二
首
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
凡

例
十
則
、
目
録
、
付
釈
名
と
続
く
。
す
べ
て
有
界
、
九
行
十
八
字
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
本
に
は
、
王
世
貞
序
、
王
世
懋
世
説
序
、
王
世
懋
再

識
、
陳
文
燭
序
を
欠
く
。

　

巻
首
題
は
「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
巻
之
一
」。
そ
の
下
に
は
、「
宋
劉
義
慶
撰
／
梁
劉
孝
標
注
／
宋
劉
辰
翁
批
／
明
何
良
俊
増
／
王
世
貞
刪

定
／
王
世
懋
批
釈
／
李
摯
批
点
／
張
文
柱
校
注
」
の
八
名
の
著
者
名
が
掲
げ
ら
れ
る
。
行
格
は
本
文
有
界
九
行
十
八
字
、
注
は
小
字
双
行
字
同
で

あ
り
、
板
心
も
「
批
点
世
説
補
巻
一　
　
　

一
」
で
あ
り
、
他
本
と
同
じ
で
あ
る
。
第
十
冊
の
巻
末
に
あ
る
「
題
世
説
新
語
補
後　

王
泰
亨
識
」

が
欠
け
て
い
る
。
序
、
本
文
す
べ
て
に
薄
い
界
線
が
あ
る
。
批
点
は
李
、
劉
、
王
の
三
氏
の
も
の
が
あ
る
。

　

次
に
王
能
憲
氏
が
紹
介
し
て
い
る
一
本
。
王
能
憲
氏
は
『
世
説
新
語
研
究
』
第
二
章
「《
世
説
新
語
》
の
版
本
、
箋
注
と
批
点
」
に
お
い
て
、

明
代
の
『
世
説
新
語
補
』
系
の
版
本
を
七
種
取
り
上
げ
、
そ
の
中
の
「
万
暦
十
四
年
太
倉
王
氏
刻
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
二
十
巻
」
に
つ
い

て
、「
こ
の
本
に
は
巻
首
に
焦
竑
の
序
が
あ
り
（
略
（、
焦
序
の
後
に
ま
た
王
世
貞
、
陳
文
燭
、
王
世
懋
の
序
が
あ
り
、
ま
た
、
劉
応
登
、
袁
褧
、

董
弅
、
陸
游
等
の
《
世
説
》
の
序
跋
が
あ
り
、
そ
し
て
文
徴
明
、
陸
師
道
等
の
《
何
氏
語
林
》
旧
序
に
及
ぶ
。
序
の
後
に
《
凡
例
》
十
則
、
並
び

に
《
釈
名
》
を
付
す
。
巻
末
に
王
泰
亨
の
後
序
が
あ
る
。
こ
の
本
は
日
本
で
ま
た
す
こ
ぶ
る
流
行
し
、
安
永
己
亥
本
は
す
な
わ
ち
こ
れ
に
拠
っ
て

翻
刻
し
て
い
る
」（
訳
（
と
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

　

焦
竑
は
、
焦
弱
侯
。
李
卓
吾
の
友
人
。『
澹
園
集
』
四
十
九
巻
、『
焦
氏
易
林
』、『
焦
氏
筆
乗
』
な
ど
が
あ
り
、『
焦
氏
筆
乗
』
は
和
刻
本
が

あ
っ
て
、
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
明
代
文
人
で
あ
る
。
安
永
版
本
に
焦
竑
序
を
収
載
し
て
い
る
本
は
な
い
の
で
、
王
能
憲
氏
に
従
え
ば
、
安

永
版
は
こ
の
序
を
除
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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焦
竑
序
を
持
つ
李
卓
吾
批
点
本
は
二
種
類
披
見
し
た
。
一
本
は
台
湾
大
学
中
央
図
書
館
蔵
『
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
』
二
十
巻
十
冊
で
あ

る
。
書
名
は
巻
首
題
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
「
世
説
補
序
」、
末
尾
に
「
琅
琊
澹
園
焦
竑
撰
書
」
と
あ
る
一
文
が
、
焦
竑
の
序
で

あ
る（
（（
（

。

　

も
う
一
本
は
天
津
図
書
館
蔵
明
万
暦
刻
本
『
李
于
鱗
批
点
世
説
新
語
補
二
十
巻
附
釈
名
一
巻
』
八
冊
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
焦
竑
の
序
の
後

に
、
王
世
貞
、
王
世
懋
、
陳
文
燭
の
序
、
旧
題
旧
跋
を
並
べ
、
文
徴
明
の
何
氏
語
林
旧
序
を
削
っ
て
、
以
下
に
釈
名
、
凡
例
、
目
録
を
つ
な
い
で

い
る
。

　

本
書
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、
巻
首
題
を
「
李
于
鱗
批
点
世
説
新
語
補
巻
之
一
」
と
し
、
巻
首
題
下
著
書
名
も
第
四
冊
巻
五
ま
で
は
李
卓
吾
を

李
于
鱗
に
彫
り
改
め
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
同
巻
尾
題
以
下
に
は
李
卓
吾
の
名
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
ほ
か
、「
李
□
吾
」
と
彫
り
残
し

の
箇
所
す
ら
見
ら
れ
る
。
本
屋
の
戦
略
と
し
て
、
李
卓
吾
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
じ
李
な
ら
、
当
時
著
名
の
李
于
鱗
の
名
を
冠
す
る
方
が
よ
い

と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
封
面
に
は
「
劉
須
渓
先
生
纂
輯
／
世
説
新
語
補
」
／
梅
野
石
渠
閣
梓
」
と
あ
る
。
須
渓
先
生
は
劉
辰
翁
の
こ
と
。
石
渠

閣
が
版
元
で
あ
ろ
う
。『
中
国
古
籍
版
刻
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
万
暦
年
間
の
王
世
茂
の
室
名
と
い
う
。
王
世
貞
輯
、
酈
道
元
補
の
『
匯
書
詳
注
』

三
十
六
巻
、
李
摯
評
『
忠
義
水
滸
伝
』
百
巻
等
を
刻
印
し
た（
（（
（

と
あ
る
が
、
こ
の
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
李
卓
吾
批
点
本
に
焦
竑
の
序
を

加
え
た
『
世
説
新
語
補
』
の
伝
本
は
い
く
つ
か
あ
り
、
王
能
憲
氏
説
の
一
本
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
て
が
か
り
は
、
国
立
公
文
書
館
蔵
本
の
一
本
（
子
一
九
○
─
二
（
の
よ
う
に
、
王
世
貞
序
、
王
世
懋
序
、
同
再
識
、
陳
文
燭
序
、

凡
例
、
目
録　

付
釈
名
と
続
き
、
巻
首
題
「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
巻
之
一
」
の
下
に
、
宋
劉
義
慶
撰
、
梁
劉
孝
標
注
、
宋
劉
辰
翁
批
、
明
何

良
俊
増
、
王
世
貞
刪
定
、
王
世
懋
批
釈
、
李
摯
批
点
、
張
文
柱
校
注
と
あ
り
、
巻
末
に
王
泰
亨
「
題
世
説
新
語
補
後
」
が
あ
る
本
で
あ
る
。
こ
れ

は
幾
分
匡
郭
を
小
さ
め
に
作
っ
て
い
る
が
、
安
永
版
和
刻
本
と
版
面
が
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
和
刻
本
の
有
す
る
旧
序
旧
跋
を
欠
き
、
焦
竑

序
を
も
欠
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
序
を
比
較
し
た
だ
け
で
も
、
明
版
の
李
卓
吾
批
点
本
で
元
禄
版
、
安
永
版
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
和
刻
本
に
そ
の
ま
ま
合
致
す
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る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
冒
頭
部
分
を
一
覧
し
た
だ
け
の
判
断
で
あ
る
が
、
和
刻
本
と
合
致
す
る
眉
批
を
備
え
る
本
に
行
き
当
た
ら
な
い
。
和
刻

本
（
特
に
安
永
校
正
改
刻
本
（
は
、
李
卓
吾
批
点
本
以
外
を
含
め
て
、
諸
本
を
渉
猟
し
て
新
た
な
批
注
を
付
し
て
い
る
。

七
　
蘐
園
社
中
と
『
世
説
新
語
補
』

　
『
世
説
新
語
補
』
に
か
か
わ
る
人
物
に
つ
い
て
、
補
足
し
て
お
き
た
い（
（（
（

。

　

陳
文
燭
は
『
歴
朝
小
伝
』
に
、
字
王
叔
。
沔
陽
の
人
。
嘉
靖
乙
丑
進
士
。『
五
岳
山
房
集
』
が
あ
る
。
刻
字
は
玉
で
あ
る
が
、『
歴
朝
小
伝
』
に

は
王
に
作
る
。
劉
応
登
は
、『
江
西
通
志
』
に
、
劉
応
、
字
堯
咨
。
安
城
の
人
。
袁
褧
は
『
歴
朝
小
伝
』
に
、
字
尚
之
。
永
之
の
兄
。
石
啓
斎
に

宋
刻
書
を
蔵
す
。
文
徴
明
は
『
明
史
』
に
伝
が
あ
る
。
著
名
の
善
書
。
陸
師
道
は
、『
歴
朝
小
伝
』
に
、
長
洲
人
。
嘉
靖
戊
戌
進
士
。『
明
史
』
に

伝
が
あ
る
。
何
良
俊
は
字
元
朗
、
華
亭
の
人
。『
何
氏
語
林
』
の
ほ
か
、『
四
友
斎
叢
説
』
が
あ
る
。
王
世
貞
は
字
元
美
、
大
倉
の
人
。『
明
史
』

列
伝
百
七
十
五
。
王
世
懋
は
字
敬
美
、
嘉
靖
三
十
八
年
進
士
。
世
貞
の
弟
。
李
摯
は
『
歴
朝
小
伝
』
に
、
字
宏
。
甫
晋
江
の
人
。『
明
詩
選
』
に

は
「
李
摯
字
李
卓
吾
」
と
あ
る
。
張
文
柱
は
『
歴
朝
小
伝
』
に
、
字
中
立
。
崑
山
の
人
。

　

王
世
貞
、
李
于
鱗
（
李
攀
龍
（
は
と
も
に
後
七
才
子
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
荻
生
徂
徠
、
お
よ
び
そ
の
一
門
が
親
炙
し
た
古
文
辞
派
の
文
人
で

あ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
焦
竑
は
先
述
。
伝
は
『
明
史
』
文
苑
伝
四
に
あ
る
。

　

わ
が
国
の
魯
堂
は
さ
て
お
い
て
、
岡
白
駒
、
石
島
筑
波
、
秋
山
玉
山
、
服
部
南
郭
、
太
宰
春
台
、
戸
碕
允
明
、
松
平
頼
寛
な
ど
、『
世
説
新
語

補
』
に
興
味
を
寄
せ
る
人
た
ち
は
蘐
園
派
、
あ
る
い
は
蘐
園
に
関
わ
り
の
あ
る
人
物
が
多
い
。『
世
説
新
語
補
』
は
蘐
園
社
中
に
と
っ
て
、
古
世

説
同
様
、
大
事
な
本
で
あ
っ
た
。
徂
徠
が
弟
子
の
木
下
公
達
に
示
し
た
「
示
木
公
達
書
目
」（『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一
巻
（
に
、「
右
吾
党
学
者

必
須
備
坐
右
不
可
欠
一
種
」、
す
な
わ
ち
蘐
園
の
机
辺
に
備
え
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
必
読
書
リ
ス
ト
」（
同
解
題
・
凡
例
（
に
、『
世

説
新
語
補
』
が
上
げ
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
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以
上
の
三
種
の
書
き
入
れ
本
の
個
々
の
特
質
に
つ
い
て
、
ま
た
、
那
波
魯
堂
や
蘐
園
の
人
々
の
『
世
説
新
語
補
』
に
寄
せ
る
関
心
の
あ
り
か
に

つ
い
て
は
、
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
、
今
回
は
概
略
の
紹
介
に
と
ど
め
、
後
日
を
期
し
た
い
。

注（
1
）
張
心
澂
は
、
明
世
の
偽
作
の
習
い
と
し
て
、
王
世
貞
に
仮
託
し
た
も
の
と
す
る
。『
偽
書
通
考
』
一
九
六
二
年
、
商
務
印
書
館
、
一
○
七
三
頁
。

（
2
）
那
波
魯
堂
、
石
島
筑
波
、
秋
山
玉
山
ら
の
関
与
し
た
『
世
説
新
語
補
』
に
つ
い
て
は
、
後
述
。
中
井
履
軒
『
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
二
十
巻
』（
和
刻
本
。
中

井
積
徳
雕
題
、
大
阪
大
学
付
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
）、
尾
藤
二
洲
『
世
説
新
語
補
』（
清
版
二
種
。
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
昌
平
坂
学
問
所

本
）。

（
3
）
増
田
渉
『
雑
書
雑
談
』
一
九
八
三
年
、
汲
古
書
院
、
一
三
九
〜
一
四
二
頁
。
関
西
大
学
図
書
館
増
田
文
庫
蔵
の
『
世
説
新
語
補
』（
Ｌ
Ｍ
2
─
ほ
ー
36
）
は
登
録

者
書
名
。
後
述
の
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本
（
子
─
雑
─
4
）
は
『
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
』（
封
面
題
）。

（
4
）
竹
治
貞
夫
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研
究
』
第
三
章
「
那
波
魯
堂
」
一
九
八
九
年
、
風
間
書
房
、
一
三
七
〜
二
九
九
頁
。

（
5
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
蜂
屋
文
庫
『
世
説
新
語
補
』（
特
七
六
九
三
）。

（
6
）
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
一
、
一
九
一
七
年
、
国
史
研
究
会
、
八
一
〜
九
二
頁
。
五
弓
雪
窓
編
『
事
実
文
編
』
巻
三
十
九
「
筑
波
先
生
墓
誌
銘　

鵜
孟
一
」

（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
十
─
三　

事
実
文
編
三
』
一
九
八
○
年
、
関
西
大
学
出
版
・
広
報
部
、
四
三
〜
四
四
頁
。

（
7
）『
芰
荷
園
文
集
』（
明
和
七
年
七
月
跋
刊
、『
詩
集
日
本
漢
詩
』
十
四
所
収
、
一
九
八
九
年
、
汲
古
書
院
刊
、
三
五
三
〜
四
○
七
頁
）。

（
8
）
日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝
攷
』
一
九
九
九
年
、
ぺ
り
か
ん
社　

二
三
八
頁
。

（
9
）
高
山
大
毅
「『
滄
溟
先
生
尺
牘
』
の
時
代
─
古
文
辞
派
と
漢
文
書
簡
」（「
日
本
漢
文
学
研
究
」
六
、
二
○
一
一
年
、
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム　

五
八
頁
）。
徂
徠
学
、
及
び
服
部
南
郭
と
世
説
流
行
の
関
係
は
徳
田
武
「『
大
東
世
語
』
論
（
そ
の
一
）
─
服
部
南
郭
に
お
け
る
世
説
新
語
─
」（「
東
洋
文

学
研
究
」
十
九
、
一
九
六
九
年
）、
同
「『
大
東
世
語
』
論
（
そ
の
二
）
─
服
部
南
郭
に
お
け
る
世
説
新
語
─
」（「
中
国
古
典
研
究
」
十
六
、
一
九
六
九
年
）、
同

「『
大
東
世
語
』
論
（
そ
の
三
）
─
南
郭
の
人
間
認
識
と
美
意
識
─
」（「
中
国
古
典
研
究
」
十
七
、
一
九
七
○
年
）
に
詳
し
い
。
徳
田
武
論
文
に
も
、
不
学
の
南
郭

門
人
が
「
蒙
求
・
世
説
・
唐
詩
選
」
を
読
ん
だ
と
す
る
『
文
会
雑
記
』
巻
二
下
の
」
記
事
を
引
く
（
そ
の
二
、
一
六
頁
）。

（
10
）
長
澤
規
矩
也
監
修
長
澤
孝
三
編
『
改
訂
増
補
漢
文
學
者
總
覽
』
二
○
一
一
年
、
汲
古
書
院
、
三
○
二
頁
。　

（
11
）
徳
田
武
『
江
戸
詩
人
傳
』
一
九
八
六
年
、
ぺ
り
か
ん
社　

八
六
〜
二
四
四
頁
。

（
12
）
日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝
攷
』
一
九
九
九
年
、
ぺ
り
か
ん
社　

三
四
八
〜
三
四
九
頁
。

（
13
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
本
小
室
文
庫
（
七
六
九
四
）。
但
し
刊
記
欠
。
国
立
公
文
書
館
本
（
三
○
八
─
一
六
七
）
は
林
九
兵
衛
刊
。

（
14
）
立
命
館
大
学
衣
笠
図
書
館
蔵
本
（
子
一
六
○
）。
錦
山
柚
木
先
生
著
『
世
説
新
語
補
系
譜　

付
歴
代
帝
王
系
譜
』
全
二
冊
嗣
刻
の
広
告
が
あ
る
。

（
15
）『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
十
─
三　

事
実
文
編
三
』
一
九
八
○
年
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
。
注
9
高
山
大
毅
論
文
に
も
允
明
の
『
尺
牘
彙
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材
』
と
そ
の
人
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
16
）
王
能
憲
『
世
説
新
語
研
究
』
一
九
九
二
年
、
江
蘇
古
籍
出
版
社　

七
六
頁
。
何
故
安
永
版
本
に
限
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
蔵
本
（
子
─
雑
─
4
）
の
余
圯
孺
刊
本
も
七
種
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
七
七
頁
。

（
17
）
台
湾
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
の
焦
竑
の
序
は
、
王
能
憲
氏
所
引
と
異
文
が
あ
る
。
ま
た
、
李
剣
雄
点
校
明
焦
竑
撰
『
澹
園
集
』（
一
九
九
九
年
、
中
華
書
局
）
所

載
「
焦
竑
年
譜
」
お
よ
び
「
焦
竑
著
述
小
考
」
に
は
、
こ
の
序
の
あ
る
『
世
説
新
語
補
』
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
。
同
年
譜
に
は
、
焦
竑
撰
、
万
暦
十
九
年
焦
竑

序
『
四
先
生
文
範
』
の
和
刻
本
（
寛
保
元
年
江
戸
谷
村
豊
左
衛
門
刊　
『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
第
十
五
輯
、
一
九
七
八
年
、
汲
古
書
院　

五
四
七
頁
）
に
言
及
し

て
、
こ
れ
が
確
か
に
焦
竑
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
、
す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
熊
耳
山
人
は
、
題
尾
に
お
い
て
、
南
郭
が
「
蕉
生
（
焦
竑
の
こ

と
）」
の
名
高
い
の
を
利
用
し
た
か
と
言
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
『
世
説
新
語
補
』
の
序
も
同
様
に
焦
竑
の
与
り
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
し
ば
ら
く
考
え
た
い
。

（
18
）
中
国
国
家
図
書
館
蔵
万
暦
十
三
年
張
文
柱
刻
本
『
世
説
新
語
補
』
の
凡
例
（「
世
説
新
語
補
凡
例
」）
は
、
万
暦
十
四
年
刻
本
の
『
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
』

の
凡
例
（「
李
卓
吾
批
点
世
説
新
語
補
凡
例
」）
と
同
文
で
あ
る
。
李
卓
吾
の
名
を
懸
け
た
り
外
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
19
）『
中
国
古
籍
版
刻
辞
典
（
増
訂
本
）』
二
○
○
九
年
、
蘇
州
大
学
出
版
社
、
一
三
八
〜
一
三
九
頁
。

（
20
）
以
下
、
人
物
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
今
回
俎
上
に
載
せ
た
『
世
説
新
語
補
』
三
本
の
諸
家
の
書
き
入
れ
を
参
照
し
た
。

（
21
）『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一
巻
所
収
（
一
九
七
三
年
、
み
す
ず
書
房
、
五
三
七
頁
）。『
世
説
新
語
』
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。『
何
氏
語
林
』
と
『
万
姓
統
譜
』
が

「
右
好
古
之
士
必
須
貯
置
備
博
」、
す
な
わ
ち
一
歩
進
ん
だ
者
の
備
え
置
く
参
考
資
料
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

付
記

　
『
世
説
新
語
補
』
伝
本
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
関
係
所
蔵
機
関
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
周
以
量
（
首
都
師
範
大
学
）、
劉
岳
兵
（
南
開
大
学
）、
太
田
登
（
台

湾
大
学
）、
董
崇
驊
（
台
湾
大
学
大
学
院
生
）
の
皆
様
に
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
稿
は
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「『
世
説
新
語
補
』
を
事
例
と
し
た
近
世
日
本
の
明
清
漢
籍
受
容
史
の
研
究
」（
課
題
番
号

23520231

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・
那
波
魯
堂　

・
石
島
筑
波　

・
秋
山
玉
山　

・
戸
崎
允
明　

・
李
卓
吾


